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Cefoxitinの 使 用 経 験

中 村 英 世

川崎市立川崎病院産婦人科

米国Merck社 に より開発 され た新 しいcephamycin

系抗生物質であるCefoxitin(以 下CFXと 略す)はpe-

aicillin類 似の作用を持ち,さ らに特長的 なこととして

β-lactamase抵 抗性 に優れた性質 を 有 し1)～4),既に欧

米に於いては,多 数例の経験か らその有効性 と安全性が

認 められている。

各種感染症 に対す る治療 を開始す る場合,先 ず悩 まさ

れ るのが抗生剤の選択であ り,耐 性菌の出現や難治性感

染症に対 しては現有抗生剤ではその効果に不 満を感 じる

こ とが少なからずあ り,新 しい抗生剤の出現 が待たれ る

ところである。

今回,CFXの 提供 を うけ,尿 路感染症お よび婦人科

領域における感染症に試み る機会 を得たので,そ の成績

を報告する。なお,本 研究は昭和51年4月 より52年5月

にかけて実施 した。

L対 象な らびに方法

対象は川崎市立川崎病院産婦人科婦人科病棟に入院中

の20歳 か ら74歳にいたる各種感染症患者10名 であ る。 注

射 とい う性質上,外 来患者は除外 した。症例3,症 例4

はいずれ も子宮筋腫にて子宮全摘術直後の,ま た症例9

は卵巣癌 の子宮全摘術後の尿路感染症であ り,そ の他の

症例は基礎疾患を有 していない。

症例1に ア レルギー性鼻炎の既往歴を有す るほかは,

いかなる薬剤 アレルギーやその他の アレルギーも有 して

いない。

また,CFX投 与直前に他の 抗生剤を使用 していた症

例はなかった。

用法は,症 例1,3,4,6が 症状に合わせて点滴静

注 と静注の組合せ,症 例2は 点滴 静 注 の み,症 例5,

7,8,9,10は 静注のみであった。静注の場合は3～

5分 かけてゆ っくり注入 した。

IL臨 床 成 績

効果判定基準 は以下の とお りである。

・Excellent主 要 自他覚症状が3日 以内に改善 し治癒

した もの

・Good主 要 自他覚症状が3日 以内に改善の傾向を し

た もの

・Poor主 要 自他覚症状が3日 を過 ぎて も改善 され な

い もの

また,手 術,切 開等 の外科的療法を加えた ものは効果

判定基準 のランクを一つ下げ ることに した。臨床成績を

ま とめた のがTab1e1で ある。

全体 の成績についてみる と,excellent4例,good4

例,poor2例 とな り有効率80%と なった。

尿路感染症4例 の起炎菌 はE.coli3例,Klebsiella

1例 で全例に菌の消失 を認め,ま た,主 要症状の改善 も

著 明であ り,4例 全例 が有効 とな った。

急性付属器炎5例 に本剤を使用 した。その効果判定を

み るとexcellent1例,good3例,Poor1例 とな り臨

床症状の改善 も充分 であった。Poorに なった症例2は

ダグラス窩穿 刺にて膿を証明 し,同 時に最高39.2℃ まで

の発熱を認め,下 腹部痛を訴えた症例 であ る。CFX29

を乳酸加 リンゲル液に混入,こ れ を1日 に2回 点滴静注

したが4日 間下熱せず,ダ グラス窩切開→ ドレナージを

施行,こ の後 もCFXの 点 滴をつ づけたが,ド レナージ

が不充分 だ ったためか8日 目で も症状の改善を得 られず

9日 目に2回 目の ドレナ ージを施行 してや っと治癒せ し

めた症例 であ り,無 効 と判定 した。

付属器炎5例 全例にダグ ラス窩穿刺を施行 し,膿 ある

いは穿刺液が得 られたが,症 例1にE.coliを 証明 した

以外は,4例 共に起炎菌を検出で きなか った。

症例7は バル トリン腺の う胞 の症例で,局 所 の発赤,

腫張を著 明に認め,入 院時 は疼痛強度のために歩行も困

難な くらいであ った。ただちにCFX1gを20%糖20ml

に といて1日3回 ゆ っく り静 注 し,3日 間様子をみた。

局所 の発赤,腫 張は軽減 した ものの疼痛の緩和が得 られ

ず,患 者 の訴え も強か ったのでの う胞の切開 ・排膿術を

施行 した。 よって無効 と判定 した。膿か らはEnterococ-

cusが 証明されたが,CFXは これに無効 とされ てお り,

事実,MICは>100(μg/ml)で あ り,臨 床成績 もこれを

裏 付けている。

III.副 作 用

投与を中止 させ るような副作用は10例 全例に認められ

なか った。

また,投 与前後 に 末 梢 血,肝 機能,理 化学,血 沈,

CRP検 査を施行 した。 これを まとめたのがTable2で

ある。

これをみ る とと くに肝機能,腎 機 能に著明な変化はも

た らさなかった。
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Table 2 Laboratory findings before and after administration of t efoxitin
b: before

a: after

ま と め

川崎市立川崎病院婦人科病棟に入院 した性器お よび尿路

感染症10名 にCFXを 使用 し,つ ぎの結果 を得た。

1)10名 中,有 効 は8名 で有効率は80%で あった。4

例 の尿路感染症 は全例有効 であった。

2)投 与を中止せ ざるを得 ないよ うな副作用は認め ら

れ なか った。

3)投 与前後に末梢血,肝 機能,腎 機能を 検 査 し た

が,著 明な変化は認め られ なか った。
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CLINICAL EXPERIENCE ON CEFOXITIN

HIDEYO NAKAMURA

Department of Obstetrics and Gynecology, Kawasaki Municipal Hospital

Cefoxitin was given to 10 in-patients of the Department of Obstetrics and Gynecology , Kawasaki Municipal
Hospital. The results were as follows:

1) Excellent and good responses were seen in 8 patients out of 10. An efficacy rate of 80% was obtained .
Four cases of urinary tract infections all favourably responded to cefoxitin; excellent in 3 and good in 1.

2) No side effects were noted which led to cessation of therapy.
3) No abnormal findings were recognized on peripheral blood, liver and kidney functions .


